
図書だより １０月 
       

   

     

  

 

 

 

 

 

 

 

                                 

      

  

    

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

貸出 
6 

(金) 

12 

（木） 

20

（金） 

2７ 

（金） 

返却 
10 

（火） 

16 

（月） 

23 

（月） 

30 

（月） 

空気が澄んで秋本番となりました。今年はとても暑

い日が長く続いていたので、季節の変わり目、いつも

以上に体調に気を付けたいです。 

天気のいい日に歩くと、秋のいろいろな香りに出会

えます。変化が大きいこの季節、自然のいろいろなも

のから、秋を感じて欲しいと思います。ぜひ、子どもと

一緒に外に出かけて、身近なところで季節の移り変わ

りを肌で感じて、いろいろなことを発見してください。

収穫の秋、旬の物を食卓に出して一緒に美味しいね！

と味わってください。そして、今日は中秋の名月。お月

さまの絵本はたくさんありますので、探してみてくだ

さい。季節に関する子どもとのやりとりを大切にして

ほしいと思います。 

 

 

１０月 貸出し 

＊ 上記の返却日に返してください。 

（欠席の場合は登園する日で大丈夫です） 

＊ 返却を忘れると、次回貸出しはできません。 

＊ 年長・中の希望者には月曜日も貸出しします。 

（月曜日に貸出した本は、水曜日までに返却） 

＊ 破損していたら、付箋などでお知らせください。 

（セロテープは変色するので貼らないでください） 

令和５年９月２９日 

開南幼稚園  永森 加奈 

 

秋を見つけよう 

絵本の力 

 

ながもりさんのおはなし

会会 

９月に読んだ本を紹介します。 

「ぐりとぐらとすみれちゃん」  中川李枝子 作  

               山脇百合子 絵 

「ひるまのおつきさま」      遠藤湖舟 作              

「たぬきのひみつ」          加藤 休 作   

「ものぐさトミー」         ペーン・デュボア 作   

松岡享子 訳 

 「びっくり まつぼっくり」    多田多恵子 作  

               山堀川理万子 絵 

 季節に合わせた、絵本を選びました。「おもしろ

かった～その本借りたい！」と、どの本も早速貸

出しになりました。お月見の一週間前に「ひるまの

おつきさま」を読んだクラスで、「お月さまがどう

見えたか永森さんに教えてね」と言った数日後、

「ちょっと細かったお月さまが、半分になってた

よ。また見てみる！」と報告してくれた子がいまし

た。絵本で見たものを実際に体験することは、更

なる興味につながると感じました。 

クラスに合わせての絵本選びはとても楽しいで

す。貸出しの時のちょっとした会話からヒントをも

らうこともあります。子どもが読みたい絵本を一

対一で読むのも、その子の好きなものがよくわか

りとても楽しいです。子どもたちの声に常に敏感

でいたいと思います。 

「絵本力 ━ SNS時代の子育てと保育 ━」 

 浅木尚実  著 

＊親子で繰り返し共有することで、愛着形成につながる 

＊絵本を通して気持ちを伝えあえた喜びは、子どもに大

きな安心感として心に残る 

＊絵本を読んでもらうことは、聞く力を育む 

＊子どもは絵本のイメージを蓄える 

＊繰り返し読んでもらった絵本は、ことばや文章が子ど

もの語彙や表現力となる 

＊絵本の登場人物が子どもに生きるお手本として自己

肯定感を育てる 

＊絵本を読んでもらうことで、ひとを思いやる気持ちや

相手を理解する気持ちが育つ 

デジタル化が進み、便利な世の中になりましたが、

子育てにおける絵本は、いつまでもアナログのままで

あってほしいと思います。絵本の持つ力について書い

てある本を紹介します。 （図書室にあります。） 

好きな絵本を自分で選び、繰り返し身近な大人と一緒

に読むことは、子どもの世界を大きく広げていくと思い

ました。何度も同じ本を借りてきます…と保護者の方か

ら相談されますが、思う存分子どもの好きな本を一緒に

楽しんでください。 


